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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】透明基材との密着性に優れ、硬度が高く、ブルーライトを遮蔽し、且つ、透過光
の黄色味が抑制されたブルーライトカットフィルムの製造方法を提供する。
【解決手段】透明基材に、色材を５質量％含有した硬化物の３μｍ厚さを有する試験用積
層体が、式（１）及び式（２）の透過率を満たす色材と、波長２５０～３２０ｎｍで吸光
度が最大となる波長の吸光係数が２×１０４（ｍｌ／ｇ・ｃｍ）以上となる光重合開始剤
を含む組成物で、基材上に塗膜を形成し、波長２００ｎｍ～５００ｎｍで発光強度が最大
となる波長で規格化された発光スペクトルで、波長２５０～３２０ｎｍの範囲で発光強度
が最大となる波長の相対発光強度が０．５以上である光源を用いて光照射し、塗膜を硬化
する。ΔΤ４５０＝－（Τ４５０－Τ０

４５０）≦５・・・式（１）、ΔΤ３８０＝－（
Τ３８０－Τ０

３８０）≧２５・・・式（２）
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透明基材の少なくとも一面側にブルーライトカット層を有するブルーライトカットフィ
ルムの製造方法であって、
　光拡散粒子と、色材と、光硬化性樹脂と、光重合開始剤とを含有するブルーライトカッ
ト層用樹脂組成物において、
　前記色材が、試験用透明基材上の一面側に当該色材を５質量％と試験用バインダー成分
を含む試験用樹脂組成物又はその硬化物からなる厚みが３μｍの試験用塗膜を有する試験
用積層体において、以下の式（１）及び式（２）を満たす色材であり、
　前記光重合開始剤が、波長２５０ｎｍ～３２０ｎｍの範囲で吸光度が最大となる波長に
おける吸光係数が２×１０４（ｍｌ／ｇ・ｃｍ）以上の光重合開始剤である、ブルーライ
トカット層用樹脂組成物を準備する工程と、
　前記透明基材上に、前記ブルーライトカット層用樹脂組成物を塗工して塗膜とする工程
と、
　前記塗膜に、波長２００ｎｍ～５００ｎｍの範囲で発光強度が最大となる波長で規格化
された発光スペクトルにおいて、波長２５０～３２０ｎｍの範囲で発光強度が最大となる
波長の相対発光強度が０．５以上である光源を用いて光照射することにより、前記塗膜を
硬化させる工程とを有する、ブルーライトカットフィルムの製造方法。
　　ΔΤ４５０　＝　－（　Τ４５０　－　Τ０

４５０　）　≦　５　　　式（１）
　　ΔΤ３８０　＝　－（　Τ３８０　－　Τ０

３８０　）　≧　２５　　式（２）
（式（１）、及び式（２）中、Τ４５０及びΤ３８０は、それぞれ試験用積層体の波長４
５０ｎｍ及び波長３８０ｎｍの光の透過率（％）を表し、Τ０

４５０及びΤ０
３８０は、

それぞれ、前記試験用透明基材上に前記試験用バインダー成分からなる参照用樹脂組成物
又はその硬化物からなる厚みが３μｍの参照用塗膜を有する参照用積層体の波長４５０ｎ
ｍ及び波長３８０ｎｍの光の透過率（％）を表す。）
【請求項２】
　ブルーライトカットフィルムのＬ＊ａ＊ｂ＊色空間（ＣＩＥ１９７６）で定義されるｂ
＊が５以下である、請求項１に記載のブルーライトカットフィルムの製造方法。
【請求項３】
　前記ブルーライトカット層用樹脂組成物の全固形分に対し、前記色材の含有割合が０．
１～２０質量％である、請求項１又は２に記載のブルーライトカットフィルムの製造方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ブルーライトカットフィルムの製造方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、表示装置などから発せられるブルーライトが、眼や身体に大きな負担をかけると
いわれている。当該ブルーライトは角膜や水晶体で吸収されずに網膜に到達するため網膜
の損傷が指摘されており、また、眼精疲労、睡眠への影響等の原因になると言われている
。ブルーライトとは、波長が３８０～４９５ｎｍの青色光をいい、可視光線の中でも強い
エネルギーを有する。
【０００３】
　近年、パーソナルコンピュータ、スマートフォン、タブレット端末等に用いられる表示
装置の光源として、ブルーライトの発生量が大きい発光ダイオード（ＬＥＤ）を用いたも
のが増加しており、従来よりも、ブルーライトの暴露量が多くなっている。
【０００４】
　ブルーライトの暴露を抑制する手法として、従来より、画像表示装置の表示面に配置す
るためのブルーライトカットフィルム等が上市されている。しかしながら、現在上市され
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ているブルーライトカットフィルムは、透過光が黄色味を帯びる問題があった。
【０００５】
　また、例えば特許文献１には、可視光線の特定波長吸収性能に優れたプラスチック眼鏡
レンズとして、特定のプラスチック基材の少なくとも一方の表面に、特定の色材を含有す
る染料層を備えてなるプラスチック眼鏡レンズが開示されており、特許文献１には上記色
材として波長４３０ｎｍ～４４０ｎｍの間に半値幅が４５ｎｍの主吸収ピークを有する化
合物を用いた実施例が開示されている。当該特許文献１の手法は、透過光が黄色味を帯び
るという問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１３－２２８５２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明者らは、ブルーライトカットフィルムの製造において、生産効率の向上や、省エ
ネルギー化の点から、光硬化性樹脂を含むブルーライトカット層用樹脂組成物を用いたブ
ルーライトカット層の製造を検討した。その結果、ブルーライトカット層中の色材や、紫
外線硬化性樹脂の組合せによっては、ブルーライトカット層と基材との密着性が低下した
り、ブルーライトカット層の硬度が低くなる場合があるとの知見を得た。
【０００８】
　本発明は、上記実情に鑑みてなされたものであり、透明基材との密着性に優れ、硬度が
高く、ブルーライトを遮蔽し、且つ、透過光の黄色味が抑制されたブルーライトカットフ
ィルムが製造可能なブルーライトカットフィルムの製造方法を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係るブルーライトカットフィルムの製造方法は、透明基材の少なくとも一面側
にブルーライトカット層を有するブルーライトカットフィルムの製造方法であって、
　光拡散粒子と、色材と、光硬化性樹脂と、光重合開始剤とを含有するブルーライトカッ
ト層用樹脂組成物において、
　前記色材が、試験用透明基材上の一面側に当該色材を５質量％と試験用バインダー成分
とからなる試験用樹脂組成物又はその硬化物からなる厚みが３μｍの試験用塗膜を有する
試験用積層体において、以下の式（１）及び式（２）を満たす色材であり、
　前記光重合開始剤が、波長２５０ｎｍ～３２０ｎｍの範囲で吸光度が最大となる波長に
おける吸光係数が２×１０４（ｍｌ／ｇ・ｃｍ）以上の光重合開始剤である、ブルーライ
トカット層用樹脂組成物を準備する工程と、
　前記透明基材上に、前記ブルーライトカット層用樹脂組成物を塗工して塗膜とする工程
と、
　前記塗膜に、波長２００ｎｍ～５００ｎｍの範囲で発光強度が最大となる波長で規格化
された発光スペクトルにおいて、波長２５０～３２０ｎｍの範囲で発光強度が最大となる
波長の相対発光強度が０．５以上である光源を用いて光照射することにより、前記塗膜を
硬化させる工程とを有する、ブルーライトカットフィルムの製造方法。
　　ΔΤ４５０　＝　－（　Τ４５０　－　Τ０

４５０　）　≦　５　　　式（１）
　　ΔΤ３８０　＝　－（　Τ３８０　－　Τ０

３８０　）　≧　２５　　式（２）
（式（１）、及び式（２）中、Τ４５０及びΤ３８０は、それぞれ試験用積層体の波長４
５０ｎｍ及び波長３８０ｎｍの光の透過率（％）を表し、Τ０

４５０及びΤ０
３８０は、

それぞれ、前記試験用透明基材上に前記試験用バインダー成分からなる参照用樹脂組成物
又はその硬化物からなる厚みが３μｍの参照用塗膜を有する参照用積層体の波長４５０ｎ
ｍ及び波長３８０ｎｍの光の透過率（％）を表す。）
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【００１０】
　本発明のブルーライトカットフィルムの製造方法においては、得られたブルーライトカ
ットフィルムのＬ＊ａ＊ｂ＊色空間（ＣＩＥ１９７６）で定義されるｂ＊が５以下である
ことが、透過光の黄色味が抑制される点から好ましい。
【００１１】
　本発明のブルーライトカットフィルムの製造方法においては、前記ブルーライトカット
層用樹脂組成物の全固形分に対し、前記色材の含有割合が０．１～２０質量％であること
が、ブルーライトカット層の密着性及び硬度に優れ、ブルーライトの遮蔽性に優れる点か
ら好ましい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、透明基材との密着性に優れ、硬度が高く、ブルーライトを遮蔽し、且
つ、透過光の黄色味が抑制されたブルーライトカットフィルムが製造可能なブルーライト
カットフィルムの製造方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、本発明のブルーライトカットフィルムの製造方法により得られるブルー
ライトカットフィルムの一例を示す模式断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明について詳細に説明する。
　なお、本発明において（メタ）アクリルとは、アクリル又はメタアクリルの各々を表し
、（メタ）アクリレートとは、アクリレート又はメタクリレートの各々を表す。
　また、本発明において硬化物とは、化学反応を経て固化したものをいう。
【００１５】
１．ブルーライトカットフィルムの製造方法
　本発明に係るブルーライトカットフィルムの製造方法は、透明基材の少なくとも一面側
にブルーライトカット層を有するブルーライトカットフィルムの製造方法であって、
　光拡散粒子と、色材と、光硬化性樹脂と、光重合開始剤とを含有するブルーライトカッ
ト層用樹脂組成物において、
　前記色材が、試験用透明基材上の一面側に当該色材を５質量％と試験用バインダー成分
とからなる試験用樹脂組成物又はその硬化物からなる厚みが３μｍの試験用塗膜を有する
試験用積層体において、以下の式（１）及び式（２）を満たす色材であり、
　前記光重合開始剤が、波長２５０ｎｍ～３２０ｎｍの範囲で吸光度が最大となる波長に
おける吸光係数が２×１０４（ｍｌ／ｇ・ｃｍ）以上の光重合開始剤である、ブルーライ
トカット層用樹脂組成物を準備する工程と、
　前記透明基材上に、前記ブルーライトカット層用樹脂組成物を塗工して塗膜とする工程
と、
　前記塗膜に、波長２００ｎｍ～５００ｎｍの範囲で発光強度が最大となる波長で規格化
された発光スペクトルにおいて、波長２５０～３２０ｎｍの範囲で発光強度が最大となる
波長の相対発光強度が０．５以上である光源を用いて光照射することにより、前記塗膜を
硬化させる工程とを有する、ブルーライトカットフィルムの製造方法。
　　ΔΤ４５０　＝　－（　Τ４５０　－　Τ０

４５０　）　≦　５　　　式（１）
　　ΔΤ３８０　＝　－（　Τ３８０　－　Τ０

３８０　）　≧　２５　　式（２）
（式（１）、及び式（２）中、Τ４５０及びΤ３８０は、それぞれ試験用積層体の波長４
５０ｎｍ及び波長３８０ｎｍの光の透過率（％）を表し、Τ０

４５０及びΤ０
３８０は、

それぞれ、前記試験用透明基材上に前記試験用バインダー成分からなる参照用樹脂組成物
又はその硬化物からなる厚みが３μｍの参照用塗膜を有する参照用積層体の波長４５０ｎ
ｍ及び波長３８０ｎｍの光の透過率（％）を表す。）
【００１６】
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　本発明の製造方法により得られるブルーライトカットフィルムについて、図を参照して
説明する。図１は、本発明のブルーライトカットフィルムの一例を示す模式断面図である
。図１の例に示されるように、本発明のブルーライトカットフィルム１０は、透明基材１
の少なくとも一面側にブルーライトカット層２を有する。
【００１７】
　本発明に係るブルーライトカットフィルムの製造方法は、光拡散粒子と、上記特定の色
材と、光硬化性樹脂と、上記特定の光重合開始剤とを含有するブルーライトカット層用樹
脂組成物を用いて塗膜を形成し、上記特定の光源を用いて光照射して塗膜を硬化させるこ
とにより、透明基材との密着性に優れ、高硬度のブルーライトカット層を形成することが
できる。また、得られたブルーライトカットフィルムは、ブルーライトカット層が上記特
定の色材と、光拡散粒子とを有するため、ブルーライトを遮蔽し、且つ、透過光の黄色味
が抑制されたブルーライトカットフィルムとなる。
【００１８】
　本発明者らは、透過光の黄色味を抑えながら、眼や身体に負担をかけると言われている
ブルーライトを遮蔽するため、鋭意検討を重ねた結果、ブルーライトの中でもエネルギー
が大きい波長３８０ｎｍ付近の光を十分に遮蔽しながら、黄色の補色となる波長４５０ｎ
ｍ付近の光を敢えて遮蔽しないことにより、眼や身体に負担をかけるブルーライトを効率
よく遮蔽しながら、透過光の黄色味が抑制されたブルーライトカットフィルムとすること
ができると考えた。
　本発明者らは更なる検討の結果、ブルーライトカット層中に用いられる色材として、上
記特定の試験用塗膜としたときに、上記の式（１）及び式（２）を満たす色材を選択して
用いることにより、眼や身体に負担をかけるブルーライトを効率よく遮蔽しながら、透過
光の黄色味が抑制されたブルーライトカットフィルムとすることを見出した。
　本発明者らの検討の結果、このような色材と、光拡散粒子とを組み合わせて用いること
により、光が拡散されて光拡散粒子間を通る光が多くなりブルーライトカット層中におけ
る光路長を長くすることができ、ブルーライトカット層を薄膜とした場合であっても、ブ
ルーライトを遮蔽する効果に優れることがわかった。
【００１９】
　一方、本発明者らは、ブルーライトカット層のバインダー成分として光硬化性樹脂を用
いることを検討した。ブルーライトカット層用樹脂組成物に用いられる上記色材はブルー
ライトのみならず紫外線をも吸収するため、光硬化が不十分となることがあった。
　本発明者らは更なる検討の結果、ブルーライトカット層用樹脂組成物の光重合開始剤と
して波長２５０ｎｍ～３２０ｎｍの範囲で吸光度が最大となる波長における吸光係数が２
×１０４（ｍｌ／ｇ・ｃｍ）以上の光重合開始剤を選択して用い、波長２５０～３２０ｎ
ｍの範囲で発光強度が最大となる波長の相対発光強度が０．５以上である光源と組み合わ
せることにより、上記色材による光硬化性の阻害の影響を抑制でき、透明基材との密着性
に優れ、高硬度のブルーライトカット層が形成可能であるとの知見を得た。更に本発明に
おいては、ブルーライトカット層用樹脂組成物は光拡散性粒子を含有するため、光源から
の紫外光が遮蔽されやすい色材の周辺においても拡散光が回り込んで硬化の進行に寄与す
るものと推測される。
　これらのことから、本発明のブルーライトカットフィルムの製造方法によれば、透明基
材との密着性に優れ、ブルーライトを遮蔽し、透過光の黄色味が抑制され、且つ高硬度の
ブルーライトカット層を形成することができる。
【００２０】
　本発明のブルーライトカットフィルムは、少なくとも透明基材と、ブルーライトカット
層とを有するものであり、本発明の効果を損なわない範囲で、更に他の層を有していても
よいものである。以下、ブルーライトカットフィルムを構成する各層について順に詳細に
説明する。
【００２１】
　本発明のブルーライトカットフィルムの製造方法は、少なくとも、ブルーライトカット
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層用樹脂組成物を準備する工程（以下、準備工程ということがある。）と、当該ブルーラ
イトカットを塗工して塗膜とする工程（以下、塗膜形成工程ということがある。）と、塗
膜を硬化させる工程（以下、硬化工程ということがある。）とを有するものであり、本発
明の効果を損なわない範囲で更に他の工程を有していてもよいものである。以下、本発明
の製造方法について順に説明する。
【００２２】
［準備工程］
　本発明の製造方法は、まず、ブルーライトカット層用樹脂組成物を準備する工程を有す
る。
　本発明に用いられるブルーライトカット層用樹脂組成物は、光拡散粒子と、色材と、光
硬化性樹脂と、光重合開始剤とを含有し、前記色材が、試験用透明基材上の一面側に当該
色材を５質量％と試験用バインダー成分とからなる試験用樹脂組成物又はその硬化物から
なる厚みが３μｍの試験用塗膜を有する試験用積層体において、以下の式（１）及び式（
２）を満たす色材であり、
　前記光重合開始剤が、波長２５０ｎｍ～３２０ｎｍの範囲で吸光度が最大となる波長に
おける吸光係数が２×１０４（ｍｌ／ｇ・ｃｍ）以上の光重合開始剤である。
　　ΔΤ４５０　＝　－（　Τ４５０　－　Τ０

４５０　）　≦　５　　　式（１）
　　ΔΤ３８０　＝　－（　Τ３８０　－　Τ０

３８０　）　≧　２５　　式（２）
（式（１）、及び式（２）中、Τ４５０及びΤ３８０は、それぞれ試験用積層体の波長４
５０ｎｍ及び波長３８０ｎｍの光の透過率（％）を表し、Τ０

４５０及びΤ０
３８０は、

それぞれ、前記試験用透明基材上に前記試験用バインダー成分からなる参照用樹脂組成物
又はその硬化物からなる厚みが３μｍの参照用塗膜を有する参照用積層体の波長４５０ｎ
ｍ及び波長３８０ｎｍの光の透過率（％）を表す。）
　このようなブルーライトカット層用樹脂組成物を用いることにより、透明基材との密着
性に優れ、ブルーライトを遮蔽し、透過光の黄色味が抑制され、且つ高硬度のブルーライ
トカット層を形成することができる。
【００２３】
　本発明において用いられるブルーライトカット層用樹脂組成物は、少なくとも光拡散粒
子と、色材と、光硬化性樹脂と、光重合開始剤とを有するものであり、本発明の効果を損
なわない範囲で、必要に応じて他の成分を含んでいてもよいものである。以下、ブルーラ
イトカット層用樹脂組成物を構成する各成分について説明する。
【００２４】
（色材）
　本発明においては、色材として、試験用透明基材上の一面側に当該色材を５質量％と試
験用バインダー成分とからなる試験用樹脂組成物又はその硬化物からなる厚みが３μｍの
試験用塗膜を有する試験用積層体において、以下の式（１）及び式（２）を満たすものが
用いられる。
　　ΔΤ４５０　＝　－（　Τ４５０　－　Τ０

４５０　）　≦　５　　　式（１）
　　ΔΤ３８０　＝　－（　Τ３８０　－　Τ０

３８０　）　≧　２５　　式（２）
（式（１）、及び式（２）中、Τ４５０及びΤ３８０は、それぞれ試験用積層体の波長４
５０ｎｍ及び波長３８０ｎｍの光の透過率（％）を表し、Τ０

４５０及びΤ０
３８０は、

それぞれ、前記試験用透明基材上に前記試験用バインダー成分からなる参照用樹脂組成物
又はその硬化物厚みが３μｍの参照用塗膜を有する参照用積層体の波長４５０ｎｍ及び波
長３８０ｎｍの光の透過率（％）を表す。）
【００２５】
　上記特定の色材は、波長４５０ｎｍ付近の光の透過性に優れているため黄色味が抑制さ
れ、また、ブルーライトの中でもエネルギーの大きい波長３８０ｎｍ付近の光を吸収しや
すいため、ブルーライトを効率よく遮蔽しながら、透過光の黄色味が抑制される。
【００２６】
　本発明において、色材が上記式（１）及び式（２）を満たすか否かは、次のように測定
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して決定される。
（Ａ）試験用積層体の製造
　試験用透明基材の一面側に、測定対象となる色材５質量％と試験用バインダー成分とか
らなる試験用樹脂組成物を、固化又は硬化後の厚みが３μｍとなるように塗工し、固化又
は硬化することにより試験用積層体が得られる。
　上記試験用透明基材は、光学フィルム用途に用いられる従来公知の基材の中から適宜選
択することができ、後述するブルーライトカットフィルムにおいて挙げられた透明基材と
同様のものとすることができる。
　上記試験用バインダー成分としては、光学フィルム用途に用いられる従来公知のバイン
ダー成分の中から適宜選択して用いることができ、例えば、熱可塑性樹脂、熱硬化性樹脂
、光硬化性樹脂のいずれを含有するものであってもよい。試験用バインダー成分として光
硬化性樹脂を含有する場合、例えば、後述する光硬化性樹脂と、光重合開始剤との組合せ
とすることができる。
　また、試験用樹脂組成物の塗工方法は、従来公知の塗工方法の中から適宜選択でき、例
えば、後述するブルーライトカットフィルムの塗工方法と同様のものとすることができる
。試験用樹脂組成物は塗工の際に溶剤を含有するものであってもよい。
【００２７】
（Ｂ）参照用積層体の製造方法
　上記試験用樹脂組成物の代わりに、色材を含有せず、前記試験用バインダー成分のみか
らなる参照用樹脂組成物を用いて、上記試験用積層体と同様にして、参照用積層体を製造
する。参照用積層体に用いられる、試験用透明基材及び試験用バインダー成分は、上記試
験用積層体に用いたものと同一のものを用いる。
【００２８】
（Ｃ）透過率の測定方法
　上記得られた試験用積層体及び参照用積層体をそれぞれ、紫外可視分光光度計（例えば
、（株）島津製作所製　ＵＶ－３１００ＰＣ）を用いて、少なくとも、波長４５０ｎｍの
光の透過率、及び波長３８０ｎｍの光の透過率を測定する。
　式（１）及び式（２）に従い、各測定波長において試験用積層体の透過率と、参照用積
層体の透過率との差をとることにより、実質的に測定対象となる色材の透過率（ΔΤ）が
求められる。
　このようにして得られた測定対象となる色材の透過率（ΔΤ）が、ΔΤ４５０　≦　５
、且つ、ΔΤ３８０　≧　２５を満たせば、当該測定対象となる色材が、本発明のブルー
ライトカットフィルムに用いられる色材として適していると判断される。ΔΤ４５０　≦
　５であれば、当該色材は波長４５０ｎｍ付近の光の透過性に優れているため、透過光の
黄色味を抑制することができる。また、ΔΤ３８０　≧　２５であれば、当該色材は波長
３８０ｎｍ付近の光の遮蔽性に優れているため、ブルーライトの中でもエネルギーの高い
ものを効率的に遮蔽することができる。
【００２９】
　本発明において色材は、更に、下記式（３）、又は下記式（４）を満たしていることが
好ましく、下記式（３）及び下記式（４）をともに満たしていることがより好ましい。
　　ΔΤ３９０　＝　－（　Τ３９０　－　Τ０

３９０　）　≧　５　　式（３）
　　ΔΤ４００　＝　－（　Τ４００　－　Τ０

４００　）　≧　２　　式（４）
（式（３）、及び式（４）中、Τ３９０及びΤ４００は、それぞれ試験用積層体の波長３
９０ｎｍ及び波長４００ｎｍの光の透過率（％）を表し、Τ０

３９０及びΤ０
４００は、

それぞれ、前記試験用透明基材上に前記試験用バインダー成分からなる参照用樹脂組成物
又はその硬化物厚みが３μｍの参照用塗膜を有する参照用積層体の波長３９０ｎｍ及び波
長４００ｎｍの光の透過率（％）を表す。）
【００３０】
　色材が、上記式（３）又は式（４）のうちの一方を、又は両方を満たすことにより、波
長３８０ｎｍ付近の光のみならず、波長３９０ｎｍ、波長４００ｎｍ付近の光の遮蔽性に
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も優れており、ブルーライトの中でもエネルギーの高いものをより効率的に遮蔽すること
ができる。
　本発明においては、更に、ΔΤ３８０　＋　ΔΤ３９０　≧　３０を満たす色材が好ま
しく、ΔΤ３８０　＋　ΔΤ３９０　＋　ΔΤ４００　≧　３５を満たす色材がより好ま
しい。
【００３１】
　一方、本発明の色材は、ブルーライトカット層の硬化性の点から、波長２５０～３２０
ｎｍの範囲の光の透過率が高いことが好ましい。
　具体的には、下記式（５）、又は下記式（６）を満たしていることが好ましく、下記式
（５）及び下記式（６）をともに満たしていることがより好ましい。
　　ΔΤ３１３　＝　－（　Τ３１３　－　Τ０

３１３　）　≦　５　　式（５）
　　ΔΤ２５４　＝　－（　Τ２５４　－　Τ０

２５４　）　≦　５　　式（６）
（式（５）、及び式（６）中、Τ３１３及びΤ２５４は、それぞれ試験用積層体の波長３
１３１ｎｍ及び波長２５４ｎｍの光の透過率（％）を表し、Τ０

３１３及びΤ０
２５４は

、それぞれ、前記試験用透明基材上に前記試験用バインダー成分からなる参照用樹脂組成
物又はその硬化物厚みが３μｍの参照用塗膜を有する参照用積層体の波長３１３ｎｍ及び
波長２５４ｎｍの光の透過率（％）を表す。）
　上記式（５）、又は上記式（６）を満たす色材と、後述する光重合開始剤と、波長３１
３ｎｍまたは波長２５４ｎｍに強い発光を有する光源とを組み合わせて用いることにより
、透明基材との密着性、及び硬化性が向上する。
【００３２】
　このような色材の具体例としては、例えば、２－［２－ヒドロキシ－３，５－ビス（α
，α－ジメチルベンジル）フェニル］－２Ｈ－ベンゾトリアゾール（ＢＡＳＦ社製、Ｔｉ
ｎｕｖｉｎ２３４）、２－（５－クロロ－２－ベンゾトリアゾリル）－６－ｔｅｒｔ－ブ
チル－ｐ－クレゾール（ＢＡＳＦ社製、Ｔｉｎｕｖｉｎ３２６）や、ＢＡＳＦ社製、Ｌｕ
ｍｏｇｅｎ　Ｆ　Ｖｉｏｌｅｔ５７０などが挙げられるがこれらに限定されるものではな
い。色材は１種単独で、又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００３３】
　本発明のブルーライトカット層用樹脂組成物において、色材の含有割合は適宜調整すれ
ばよいが、透明基材との密着性に優れ、ブルーライトを効率よく遮蔽し、透過光の黄色味
が抑制され、且つ高硬度のブルーライトカットフィルムとする点から、中でも、前記ブル
ーライトカット層用樹脂組成物の全固形分に対し、前記色材の含有割合が０．１～２０質
量％であることが好ましく、１～１０質量％であることが好ましい。
　ブルーライトを効率よく遮蔽し、可視光線の全光線透過率に優れたブルーライトカット
フィルムとする目安として、３０　≦　ΔΤ３８０　＋　ΔΤ３９０　＜　４０の色材を
用いる場合には、前記ブルーライトカット層用樹脂組成物の全固形分に対し、前記色材の
含有割合が３～２０質量％であることが好ましい。また、ΔΤ３８０　＋　ΔΤ３９０　
≧　４０の色材を用いる場合には、前記ブルーライトカット層用樹脂組成物の全固形分に
対し、前記色材の含有割合が０．５～１０質量％であることが好ましく、０．５～６質量
％であることがより好ましい。
　なお、本発明において固形分とは、樹脂組成物を構成する成分のうち溶剤を除くすべて
の成分をいう。
【００３４】
（光拡散粒子）
　本発明においては、光拡散粒子が、ブルーライトカット層中に含まれることにより、光
が拡散されて光拡散粒子間を通る光が多くなりブルーライトカット層中の光路長を長くす
ることができ、ブルーライトカット層の膜厚を薄くしても、ブルーライトを効率よく遮蔽
することができる。
　また、光拡散粒子を用いることにより、ブルーライトカット層用樹脂組成物の塗膜を硬
化させる際、光源からの光を塗膜全体に拡散し、光源からの紫外光が遮蔽されやすい色材
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の周辺においても拡散光が回り込んで硬化の進行に寄与するため、前記色材による光硬化
性の阻害の影響を抑制でき、透明基材との密着性に優れ、高硬度のブルーライトカット層
を形成することができる。
【００３５】
　光拡散粒子としては、光を拡散可能な粒子の中から適宜選択して用いることができ、樹
脂からなる有機粒子であっても無機粒子であってもよい。
　前記粒子としては、例えばポリメチル（メタ）アクリレート樹脂、アクリル－スチレン
共重合体等のアクリル系樹脂、メラミン樹脂、尿素樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリス
チレン樹脂、ポリ塩化ビニル、ベンゾグアナミン－メラミンホルムアルデヒドなどが挙げ
られる。
　また、前記無機粒子としては、例えば、シリカ、アルミナ、酸化チタン、酸化ジルコニ
ウム、炭酸カルシウムなどが挙げられる。
　本発明においては、中でも、後述する光硬化性樹脂との親和性の点から、有機粒子であ
ることが好ましく、アクリル系樹脂であることがより好ましい。
【００３６】
　前記光拡散粒子の屈折率ｎ１は、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することがで
きる。中でも、屈折率ｎ１が１．０～３．０であることが好ましく、１．２～１．６がよ
り好ましく、１．３～１．５が更により好ましい。前記屈折率が上記範囲であると、ブル
ーライトカット層における光拡散（散乱）性が良好なものとなって光路長が長くなり、ブ
ルーライトを効率よく遮蔽することができ、ブルーライトカット層用樹脂組成物の塗膜を
硬化性にも優れる。
【００３７】
　本発明においては、上記光拡散粒子の屈折率ｎ１と、後述する光硬化性樹脂の屈折率ｎ

２との差の絶対値（｜ｎ１－ｎ２｜）が、０．２以上であることが、光拡散性に優れる点
から好ましく、０．２～１．０であることがより好ましく、０．２～０．５であることが
更により好ましい。
【００３８】
　前記光拡散粒子の平均粒径は、特に限定されないが、０．５～１０μｍであることが好
ましく、０．５～６μｍであることがより好ましく、１～３μｍであることが更により好
ましい。光拡散粒子の平均粒径が上記上限値以下とすることにより、光拡散性に優れてい
る。また、光拡散粒子の平均粒径が上記下限値以上であることにより、光拡散効率の波長
依存性が小さく、色変化の小さいブルーライトカットフィルムとすることができる。
【００３９】
　本発明において光拡散粒子の含有割合は適宜調整すればよい。中でも、ブルーライトの
遮蔽性に優れ、塗膜の硬化性にも優れる点から、ブルーライトカット層用樹脂組成物の全
固形分に対して０．１～２０質量％であることが好ましく、１～１０質量％であることが
より好ましい。
　なお、本発明において光拡散粒子は、１種単独で又は２種以上を組み合わせて用いるこ
とができる。
【００４０】
（光硬化性樹脂）
　本発明においては、成膜性や後述する透明基材に対する密着性を付与し、塗膜に充分な
硬度を付与し、生産効率の向上や、省エネルギー化の点から、光硬化性樹脂を含有する。
本発明において光硬化性樹脂は、可視光線、紫外線、電子線等により重合硬化させること
ができる樹脂をいう。光硬化性樹脂としては、中でも、エチレン性不飽和結合を１分子中
に少なくとも２個以上有するアクリレート系化合物を含有することが好ましい。本発明に
おいては、中でも、（メタ）アクリロイル基を１分子中に２個以上有する多官能（メタ）
アクリレートであることが好ましい。
【００４１】
　このような多官能（メタ）アクリレートの具体例としては、エチレングリコールジ（メ
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タ）アクリレート、ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、プロピレンジ（メタ
）アクリレート、ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコールジ
（メタ）アクリレート、ビスフェノールＡジ（メタ）アクリレート、テトラブロモビスフ
ェノールＡジ（メタ）アクリレート、ビスフェノールＳジ（メタ）アクリレート、ブタン
ジオールジ（メタ）アクリレート、フタル酸ジ（メタ）アクリレート、エチレンオキサイ
ド変性ビスフェノールＡジ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）
アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトール
テトラ（メタ）アクリレート、トリス（アクリロキシエチル）イソシアヌレート、ペンタ
エリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）ア
クリレート、ウレタントリ（メタ）アクリレート、エステルトリ（メタ）アクリレート、
ウレタンヘキサ（メタ）アクリレート、エチレンオキサイド変性トリメチロールプロパン
トリ（メタ）アクリレート等が挙げられ、１種単独で、又は２種以上を組み合わせて用い
ることができる。
【００４２】
　また、本発明のブルーライトカット層用樹脂組成物は、上記多官能（メタ）アクリレー
トと組み合わせて、（メタ）アクリロイル基を１分子中に１個有する単官能（メタ）アク
リレートを用いてもよい。
　単官能（メタ）アクリレートの具体例としては、メチル（メタ）アクリレート、ヘキシ
ル（メタ）アクリレート、デシル（メタ）アクリレート、アリル（メタ）アクリレート、
ベンジル（メタ）アクリレート、ブトキシエチル（メタ）アクリレート、ブトキシエチレ
ングリコール（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、ジシクロペ
ンタニル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、グリセロー
ル（メタ）アクリレート、グリシジル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシエチル（メ
タ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、イソボニル（メタ）
アクリレート、イソデキシル（メタ）アクリレート、イソオクチル（メタ）アクリレート
、ラウリル（メタ）アクリレート、２－メトキシエチル（メタ）アクリレート、メトキシ
エチレングリコール（メタ）アクリレート、フェノキシエチル（メタ）アクリレート、ス
テアリル（メタ）アクリレート、ドデシル（メタ）アクリレート、トリデシル（メタ）ア
クリレート、ビフェニロキシエチルアクリレート、ビスフェノールＡジグリシジル（メタ
）アクリレート、ビフェニリロキシエチル（メタ）アクリレート、エチレンオキサイド変
性ビフェニリロキシエチル（メタ）アクリレート、ビスフェノールＡエポキシ（メタ）ア
クリレート等が挙げられ１種単独で、又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００４３】
　ブルーライトカット層用樹脂組成物の光硬化性樹脂の含有割合は特に限定されない。中
でも、密着性に優れる点から、ブルーライトカット層用樹脂組成物中の全固形分に対して
、７０～９９質量％であることが好ましく、７５～９５質量％であることがより好ましい
。
【００４４】
（光重合開始剤）
　本発明においては、上記光硬化性樹脂の硬化反応を開始又は促進させるために、光重合
開始剤が用いられる。本発明の光重合開始剤は、ブルーライトカット層用樹脂組成物の塗
膜を後述する光源により効率よく硬化させるために、波長２５０ｎｍ～３２０ｎｍの範囲
で吸光度が最大となる波長における吸光係数が２×１０４（ｍｌ／ｇ・ｃｍ）以上の光重
合開始剤が用いられる。
　なお、本発明において光重合開始剤の吸光係数（ｍｌ／ｇ・ｃｍ）は、メタノール乃至
アセトニトリルに測定対象となる光重合開始剤を溶解して溶液を調製し、当該溶液を紫外
可視分光光度計（例えば、（株）島津製作所製　ＵＶ－３１００ＰＣ）を用いて、少なく
とも、波長２５０ｎｍ～波長３２０ｎｍの光の吸光度を測定し、その吸光度が最大となる
波長における吸光係数を算出ことにより得られる。
【００４５】
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　このような光重合開始剤としては、１－ヒドロキシ－シクロヘキシル－フェニル－ケト
ン（例えばＢＡＳＦ社製、ＩＲＧＡＣＵＲＥ　１８４）、エタノン，１－［９－エチル－
６－（２－メチルベンゾイル）－９Ｈ－カルバゾール－３－イル］－，１－（０－アセチ
ルオキシム）（例えばＢＡＳＦ社製、ＩＲＧＡＣＵＲＥ　ＯＸＥ　０２）等が挙げられる
がこれらに限定されるものではない。
　光重合開始剤は、１種単独で又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００４６】
　本発明において光重合開始剤の含有量は、通常、ブルーライトカット層用樹脂組成物の
全固形分に対して０．４～２０質量％であり、１～１０質量％であることが好ましい。
【００４７】
（任意添加成分）
　本発明のブルーライトカット層樹脂組成物には、本発明の目的が損なわれない範囲で、
各種添加剤を含むものであってもよい。塗工性の点から、通常、溶剤を含有する。
　溶剤は、ブルーライトカット層用樹脂組成物中の各成分とは反応せず、当該各成分を溶
解乃至分散可能な溶剤の中から適宜選択して用いることができる。例えば、ベンゼン、ト
ルエン、キシレン、ヘキサン、シクロヘキサン等の炭化水素系溶剤、メチルエチルケトン
、メチルイソブチルケトン、シクロヘキサノン、イソホロン等のケトン系溶剤、テトラヒ
ドロフラン、１，２－ジメトキシエタン、プロピレングリコールモノエチルエーテル（Ｐ
ＧＭＥ）等のエーテル系溶剤、クロロホルム、ジクロロメタン等のハロゲン化アルキル系
溶剤、酢酸メチル、酢酸エチル、酢酸ブチル、プロピレングリコールモノメチルエーテル
アセテート等のエステル系溶剤、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド等のアミド系溶剤、およ
びジメチルスルホキシド等のスルホキシド系溶剤、シクロヘキサン等のアノン系溶剤、メ
タノール、エタノール、およびプロパノール等のアルコール系溶剤を例示することができ
るが、これらに限られるものではない。また、当該組成物に用いられる溶剤は、１種類単
独で用いてもよく、２種類以上の溶剤の混合溶剤でもよい。
【００４８】
　ブルーライトカット層用樹脂組成物に溶剤を用いる場合には、塗工性の点から、当該ブ
ルーライトカット層用樹脂組成物全量に対する固形分の割合が、好ましくは３～７０質量
％、より好ましくは５～６０質量％となるように用いることが好ましい。
【００４９】
（その他の成分）
　ブルーライトカット層用樹脂組成物においては、その他の成分として、例えば重合停止
剤、連鎖移動剤、レベリング剤、可塑剤、界面活性剤、消泡剤、シランカップリング剤、
紫外線吸収剤、密着促進剤等などを含有してもよい。
　また、ブルーライトカット層の硬化性や密着性を向上するために熱硬化性成分を組み合
わせて用いてもよい。熱硬化性成分としては、１分子中に熱硬化性官能基を２個以上有す
る化合物硬化剤の組み合わせが挙げられ、更に、熱硬化反応を促進できる触媒を組み合わ
せてもよい。熱硬化性官能基としては、エポキシ基、オキセタニル基、イソシアネート基
、エチレン性不飽和結合等が挙げられ、熱硬化性官能基としてはエポキシ基が好ましく用
いられる。
【００５０】
＜透明基材＞
　本発明のブルーライトカットフィルムの製造方法においては、通常、ブルーライトカッ
ト層用樹脂組成物とは別に透明基材も準備する。透明基材は、光学用途に用いられる従来
公知の透明基材の中から適宜選択すればよく、特に限定されない。前記透明基材に用いら
れる材料としては、例えば、トリアセチルセルロース等のアセチルセルロース系樹脂、ポ
リエチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート等のポリエステル系樹脂、ポリエ
チレンやポリメチルペンテン等のオレフィン系樹脂、アクリル系樹脂、ポリウレタン系樹
脂、ポリエーテルサルホンやポリカーボネート、ポリスルホン、ポリエーテル、ポリエー
テルケトン、アクリロニトリル、メタクリロニトリル、シクロオレフィンポリマー、シク
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ロオレフィンコポリマー等の透明樹脂、ソーダ硝子、カリ硝子、鉛ガラス等の硝子、ＰＬ
ＺＴ等のセラミックス、石英、蛍石等の無機材料、及びこれらの複合材料等が挙げられる
。
　また、前記透明基材は、ロールの形で供給されるもの、巻き取れるほどには曲がらない
が負荷をかけることによって湾曲するもの、完全に曲がらないもののいずれであってもよ
く、用途に応じて適宜選択することができる。
【００５１】
　本発明に用いられる透明基材の構成は、単一の層からなる構成に限られるものではなく
、複数の層が積層された構成を有してもよい。複数の層が積層された構成を有する場合は
、同一組成の層が積層されてもよく、また、異なった組成を有する複数の層が積層されて
もよい。
　また、ブルーライトカット層との間の密着性や、ブルーライトカット層用樹脂組成物の
塗工適性、表面平滑性等の基材表面性能を向上させる点から、基材の表面処理を行ったり
、基材上に中間層を形成してもよい。
【００５２】
［塗膜形成工程］
　塗膜形成工程は、前記透明基材上に、前記ブルーライトカット層用樹脂組成物を塗工し
て塗膜とする工程である。
【００５３】
　ブルーライトカット層用樹脂組成物を塗工する方法は、従来公知の方法の中から適宜選
択すればよい。中でも、ロールツーロールによる連続生産の適用が容易で、ブルーライト
カットフィルムの大面積化や、生産性の向上の点から、ウェットコート法を用いることが
好ましい。ウェットコート法の具体例としては、例えば、ディップコート法、エアーナイ
フコート法、カーテンコート法、ロールコート法、ワイヤーバーコート法、グラビアコー
ト法、ダイコート法、ブレードコート法、マイクログラビアコート法、スプレーコート法
、スピンコート法、コンマコート法等が挙げられる。
【００５４】
　本発明のブルーライトカットフィルムの製造方法において、ブルーライトカットフィル
ム層用樹脂組成物の塗膜の膜厚は用途に応じて適宜調整すればよい。透明基材との密着性
や硬化性に優れ、ブルーライトを効率的に遮蔽し、透過光の黄色味を抑制する点から、中
でも、０．５～５０μｍであることが好ましく、１～２５μｍであることがより好ましい
。
【００５５】
［硬化工程］
　本発明においては、上記塗膜形成工程により形成された、ブルーライトカットフィルム
層用樹脂組成物の塗膜を硬化するために、波長２００ｎｍ～５００ｎｍの範囲で発光強度
が最大となる波長で規格化された発光スペクトルにおいて、波長２５０～３２０ｎｍの範
囲で発光強度が最大となる波長の相対発光強度が０．５以上である光源を用いて光照射す
る。
　本発明においては、ブルーライトカットフィルム層用樹脂組成物が上記特定の重合開始
剤を含有するため、上記特定の光源を組み合わせて用いることによりブルーライトカット
フィルム層の透明基材との密着性や硬化性に優れている。
【００５６】
　本発明において光源は次のように選択される。まず、光源の波長２００ｎｍ～５００ｎ
ｍの範囲における発光強度を測定し、その中で発光強度が最大となる波長で規格化された
発光スペクトルを作成する。次いで、波長２５０～３２０ｎｍの範囲で発光強度が最大と
なる波長の相対発光強度を算出し、当該相対発光強度が０．５以上であれば、本発明の製
造方法の光源として適していると判断される。
【００５７】
　より具体的には、例えば、高圧水銀灯の場合、波長２００ｎｍ～５００ｎｍの範囲にお
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いては、波長２５４ｎｍ、３１３ｎｍ、３６５ｎｍ、４０５ｎｍ、４３６ｎｍ等で、発光
強度が極大値をとることが知られている。その中で、発光強度が最大値をとる波長で規格
化された発光スペクトルを作成した時に、波長２５４ｎｍ及び波長３１３ｎｍのうち少な
くとも一方の相対発光強度が０．５以上であれば、本発明の光源として適していると判断
される。
【００５８】
　光源の波長２００ｎｍ～５００ｎｍの範囲における発光強度を測定し、その中で発光強
度が最大となる波長で規格化された発光スペクトルを作成する。次いで、波長２５０～３
２０ｎｍの範囲で発光強度が最大となる波長の相対発光強度を算出し、当該相対強度が０
．５以上であるかを判断する。当該相対発光強度が０．５以上の光源としては、フュージ
ョン社製、Ｈバルブ、Ｈ＋バルブ等が挙げられるが、これらに限定されるものではない。
【００５９】
　本発明においては、ブルーライトカットフィルム層用樹脂組成物の塗膜に、上記光源か
らの光を５０～５００ｍＪ／ｃｍ２照射することにより、透明基材との密着性に優れ、高
硬度なブルーライトカット層を得ることができる。
【００６０】
　本発明の製造方法により得られるブルーライトカットフィルムは、ブルーライトカット
層が上記光拡散粒子と、上記特定の色材と、上記バインダー成分とを含有するブルーライ
トカット層用樹脂組成物又はその硬化物からなるため、ブルーライトをカットしながら、
透過光の黄色味を抑制することができるため、ブルーライトカットフィルム自体の黄色味
がなく、Ｌ＊ａ＊ｂ＊色空間（ＣＩＥ１９７６）で定義されるｂ＊が５以下を達成するこ
とができる。
　また、本発明の製造方法により得られるブルーライトカットフィルムは、ブルーライト
カット層を高硬度とすることができるため、例えば、マルテンス硬度を１８０Ｎ／ｍｍ２

以上とすることができる。また、ブルーライトカット層の復元率を８０％以上とすること
ができる。
　また、本発明のブルーライトカットフィルムは、黄色度（ＹＩ）を５以下とすることが
できる。なお本発明においてブルーライトカットフィルムの黄色度（ＹＩ）は、ＪＩＳ　
Ｋ　７３７３に記載の測定方法に準拠して測定することができる。
【００６１】
　本発明においてブルーライトカットフィルムの可視光領域における全光線透過率は、９
０％以上であることが好ましい。ここで、ブルーライトカットフィルムの全光線透過率は
、ＪＩＳ　Ｋ７３６１－１（プラスチック－透明材料の全光透過率の試験方法）により測
定することができる。
　また、ブルーライトカットフィルムのヘイズは、特に限定されないが、２５％以下であ
ることが好ましい。
【００６２】
　本発明の製造方法により得られるブルーライトカットフィルムは、透明基材との密着性
に優れ、硬度が高く、ブルーライトを遮蔽し、且つ、透過光の黄色味が抑制されたもので
あるため、例えば、表示装置の観察者側最表面に配置することにより、ブルーライトを遮
蔽しながら表示される画像に黄変がない高画質な表示装置とすることができる。
【００６３】
　なお、本発明は、上記実施形態に限定されるものではない。上記実施形態は例示であり
、本発明の特許請求の範囲に記載された技術的思想と実質的に同一な構成を有し、同様な
作用効果を奏するものは、いかなるものであっても本発明の技術的範囲に包含される。
【実施例】
【００６４】
１．色材の評価
［製造例１：試験用積層体Ａの製造］
　厚さ４０μｍのトリアセチルセルロース基材（ＴＡＣ基材）上に、下記の各成分を混合
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した試験用樹脂組成物Ａを塗工し、光照射して、厚みが３μｍの試験用塗膜Ａを有する試
験用積層体Ａを得た。
＜試験用樹脂組成物Ａ＞
・２－（５－クロロ－２－ベンゾトリアゾリル）－６－ｔｅｒｔ－ブチル－ｐ－クレゾー
ル（ＢＡＳＦ社製、Ｔｉｎｕｖｉｎ３２６）（以下、色材Ａとする）：２．５質量部
・ペンタエリスリトールトリアクリレート（ＰＥＴＡ）：４４．０質量部
・Ｉｒｇａｃｕｒｅ１８４（ＢＡＳＦ製、開始剤）：２．０質量部
・Ｆ－５５５（ＤＩＣ製、レベリング剤）：０．５質量部
・ＩＲＧＡＮＯＸ１０１０（ＢＡＳＦ製、酸化防止剤）：０．５質量部
・ＴＩＮＵＶＩＮＰＡ１４４（ＢＡＳＦ製、光安定剤）：０．５質量部
・メチルイソブチルケトン：５０質量部
【００６５】
［製造例２：試験用積層体Ｂの製造］
　製造例１において、試験用樹脂組成物Ａの代わりに、下記の各成分を混合した試験用樹
脂組成物Ｂを用いた以外は、製造例１と同様にして、厚みが３μｍの試験用塗膜Ｂを有す
る試験用積層体Ｂを得た。
＜試験用樹脂組成物Ｂ＞
・Ｌｕｍｏｇｅｎ　Ｆ　Ｖｉｏｌｅｔ５７０（ＢＡＳＦ社製）（以下、色材Ｂとする）：
２．５質量部
・ペンタエリスリトールトリアクリレート（ＰＥＴＡ）：４４．０質量部
・Ｉｒｇａｃｕｒｅ１８４：２．０質量部
・Ｆ－５５５：０．５質量部
・ＩＲＧＡＮＯＸ１０１０：０．５質量部
・ＴＩＮＵＶＩＮＰＡ１４４：０．５質量部
・メチルイソブチルケトン：５０質量部
【００６６】
［製造例３：試験用積層体Ｃの製造］
　製造例１において、試験用樹脂組成物Ａの代わりに、下記の各成分を混合した試験用樹
脂組成物Ｃを用いた以外は、製造例１と同様にして、厚みが３μｍの試験用塗膜Ｃを有す
る試験用積層体Ｃを得た。
＜試験用樹脂組成物Ｃ＞
・２－［２－ヒドロキシ－３，５－ビス（α，α－ジメチルベンジル）フェニル］－２Ｈ
－ベンゾトリアゾール（ＢＡＳＦ社製、Ｔｉｎｕｖｉｎ２３４）（以下、色材Ｃとする）
：２．５質量部
・ペンタエリスリトールトリアクリレート（ＰＥＴＡ）：４４．０質量部
・Ｉｒｇａｃｕｒｅ１８４：２．０質量部
・Ｆ－５５５：０．５質量部
・ＩＲＧＡＮＯＸ１０１０：０．５質量部
・ＴＩＮＵＶＩＮＰＡ１４４：０．５質量部
・メチルイソブチルケトン：５０質量部
【００６７】
［製造例４：参照用積層体の製造］
　製造例１において、試験用樹脂組成物Ａの代わりに、下記の各成分を混合した参照用樹
脂組成物を用いた以外は、製造例１と同様にして、厚みが３μｍの参照用塗膜を有する参
照用積層体を得た。
＜参照用樹脂組成物＞
・ペンタエリスリトールトリアクリレート：４６．５質量部
・Ｉｒｇａｃｕｒｅ１８４：２．０質量部
・Ｆ－５５５：０．５質量部
・ＩＲＧＡＮＯＸ１０１０：０．５質量部
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・ＴＩＮＵＶＩＮＰＡ１４４：０．５質量部
・メチルイソブチルケトン：５０質量部
【００６８】
（試験例：透過率の測定）
　上記製造例で得られた、試験用積層体及び参照用積層体をそれぞれ、紫外可視分光光度
計（例えば、（株）島津製作所製　ＵＶ－３１００ＰＣ）を用いて測定し、前記式（１）
～式（４）に従って、波長４５０ｎｍ、４００ｎｍ、３９０ｎｍ、３８０ｎｍ、３１３ｎ
ｍ、２５４ｎｍの透過率差ΔΤをそれぞれ求めた。結果を表１に示す。
　なお表１中の「０」は、測定限界値（０．０１）未満であったことを表す。
【００６９】
【表１】

【００７０】
　表１の結果から、色材Ａ、色材Ｂ及び色材Ｃは、４５０ｎｍにおける透過率差が５％以
下、且つ３８０ｎｍにおける透過率差が２５％以上であり、更に、３１３ｎｍ、２５４ｎ
ｍの透過率差が５％以下であるため、本発明のブルーカットフィルムに適した色材である
ことが明らかとなった。
【００７１】
２．ブルーライトカットフィルムの製造
［実施例１：ブルーライトカットフィルムＡの製造］
　厚さ１００μｍのポリエチレンテレフタレート樹脂基材（ＰＥＴ基材）上に、下記の各
成分を混合したブルーライトカット層用樹脂組成物Ａを塗工し、厚み５μｍの塗膜とした
。光源としてフュージョン社製Ｈバルブ（波長２００ｎｍ～５００ｎｍの範囲で発光強度
が最大となる波長で規格化された発光スペクトルにおいて、波長３１３ｎｍ及び２５４ｎ
ｍの相対発光強度が０．５以上である光源）を用いて光照射量が２００ｍＪ／ｃｍ２とな
るように光照射して、厚みが５μｍのブルーライトカット層を有するブルーライトカット
フィルムＡを得た。
＜ブルーライトカット層用樹脂組成物Ａ＞
・色材Ａ：０．５質量部
・ペンタエリスリトールトリアクリレート：４１．０質量部
・アクリルフィラー（松本油脂製薬株式会社製、Ｍ－２０１、メタクリル酸メチルクロス
ポリマー、表面平滑球状、粒子サイズ：１μｍ）：５．０質量部
・１－ヒドロキシ－シクロヘキシル－フェニル－ケトン（波長２５４ｎｍ及び波長３１３
ｎｍにおける吸光係数が２×１０４（ｍｌ／ｇ・ｃｍ）以上の重合開始剤、ＢＡＳＦ社製
、ＩＲＧＡＣＵＲＥ　１８４）：２．０質量部
・Ｆ－５５５（ＤＩＣ製、レベリング剤）：０．５質量部
・ＩＲＧＡＮＯＸ１０１０（ＢＡＳＦ製、酸化防止剤）：０．５質量部
・ＴＩＮＵＶＩＮＰＡ１４４（ＢＡＳＦ製、光安定剤）：０．５質量部
・メチルイソブチルケトン：５０質量部
【００７２】
［実施例２～１０：ブルーライトカットフィルムの製造］
　実施例１のブルーライトカットフィルムの製造において、ブルーライトカットフィルム
層用樹脂組成物の組成、ブルーライトカット層の膜厚を、表２－１～表２－４の通り変更
した以外は、実施例１と同様にしてブルーライトカットフィルムを得た。
【００７３】
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［比較例１～６：比較ブルーライトカットフィルムの製造］
　実施例１のブルーライトカットフィルムの製造において、ブルーライトカットフィルム
層用樹脂組成物の組成、ブルーライトカット層の膜厚、及び光源を、表２－１及び表２－
２の通り変更した以外は、実施例１と同様にして比較ブルーライトカットフィルムを得た
。
　なお、光源のＤバルブ（フュージョン社製）は、波長２００ｎｍ～５００ｎｍの範囲で
発光強度が最大となる波長で規格化された発光スペクトルにおいて、波長２５０～３２０
ｎｍの範囲で発光強度が最大となる波長の相対発光強度が０．５未満の光源である。
　光重合開始剤の、Ｉｒｇａｃｕｒｅ　ＯＸＥ　０２は、波長２５０ｎｍ～３２０ｎｍの
範囲で吸光度が最大となる波長における吸光係数が２×１０４（ｍｌ／ｇ・ｃｍ）以上で
ある。また、光重合開始剤のＬｕｃｉｒｉｎＴＰＯ、及びＩｒｇａｃｕｒｅ８１９は、波
長２５０ｎｍ～３２０ｎｍの範囲で吸光度が最大となる波長における吸光係数が２×１０
４（ｍｌ／ｇ・ｃｍ）未満である。
【００７４】
［全光線透過率、ヘイズ測定］
　実施例及び比較例のブルーライトカットフィルムを、それぞれ、（株）村上色彩技術研
究所製反射・透過率計ＨＭ－１５０　を用い、透明基材側の面を光源に向けて、全光線透
過率及びヘイズを測定した。
　なお、全光線透過率は、ＪＩＳ　Ｋ　７３６１　に準拠し、ヘイズは、ＪＩＳ　Ｋ　７
１３６　に準拠して測定した。結果を表２－１～表２－４に示す。
【００７５】
［色度測定］
　実施例及び比較例のブルーライトカットフィルムを、それぞれ、日本分光社製、分光光
度計Ｖ－７１００を用いて測定し、色度及び、黄色度（ＹＩ）を算出した。結果を表２－
１～表２－４に示す。
【００７６】
［ブルーライト遮蔽効果測定］
　実施例及び比較例のブルーライトカットフィルム、及び前記参照用積層体を、それぞれ
、日本分光社製、分光光度計Ｖ－７１００を用いて４００ｎｍにおける透過率（Τ）を測
定し、（Τ０－Τ）（％）をブルーライト遮蔽効果とした。なお、Τ０は、前記参照用積
層体の４００ｎｍにおける透過率である。結果を表２－１～表２－４に示す。
【００７７】
［密着性評価］
　実施例及び比較例により得られたブルーライトカットフィルムのブルーライトカット層
に、ＪＩＳ　Ｋ　５４００　に準拠し、１ｍｍ角のゴバン目を入れニチバン製工業用２４
ｍｍ　セロテープ（登録商標）（Ｎｏ．４０５）を用いて５回剥離を行い、１００マス中
残っているマス目の数を測定した。結果を表２－１～表２－４に示す。
【００７８】
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【表２】

【００７９】



(18) JP 2015-194555 A 2015.11.5

10

20

30

40

【表３】

【００８０】
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【表４】

【００８１】

【表５】

【００８２】
［結果のまとめ］
　比較例２及び３の結果から、色材を有しない塗膜は、光源や重合開始剤の種類によらず
十分に硬化している。一方、比較例４～６の結果から、ブルーライトカットのための色材
を入れた場合には、波長２５０ｎｍ～３２０ｎｍの範囲で吸光度が最大となる波長におけ
る吸光係数が２×１０４（ｍｌ／ｇ・ｃｍ）未満の場合には、密着性が悪化することが明
らかとなった。
　また、実施例３と比較例１との比較から、ブルーライトカットのための色材を入れた場
合には、波長２００ｎｍ～５００ｎｍの範囲で発光強度が最大となる波長で規格化された
発光スペクトルにおいて、波長２５０～３２０ｎｍの範囲で発光強度が最大となる波長の
相対発光強度が０．５未満の光源を用いると、塗膜の厚みを薄くした場合であっても、光
硬化性樹脂が十分に硬化せずブルーライトカット層の密着性が悪いことが明らかとなった
。
　波長２５０ｎｍ～３２０ｎｍの範囲で吸光度が最大となる波長における吸光係数が２×
１０４（ｍｌ／ｇ・ｃｍ）以上の光重合開始剤と、波長２００ｎｍ～５００ｎｍの範囲で
発光強度が最大となる波長で規格化された発光スペクトルにおいて、波長２５０～３２０
ｎｍの範囲で発光強度が最大となる波長の相対発光強度が０．５以上である光源とを組み
合わせた実施例１～４は、ブルーライトカット用の色材を入れた場合であっても、硬化性
に優れ、透明基材との密着性に優れていることが明らかとなった。
【符号の説明】
【００８３】
　１　　透明基材
　２　　ブルーライトカット層
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【図１】
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